
６月定例記者懇談会資料 
令和８年６月２日 

（教育部教育総務課） 

市内小学校 13校に熱中症対策用の冷凍庫を設置 

 

１．目的 

 全国的に夏場の気温上昇が著しく、真夏日や猛暑日も年々増加し、児童の安全のため水泳授業な

ど屋外活動を制限しなければならないなど学習環境にも影響が出ている。 

学校も風通しの良い服装やこまめな水分補給の指導、暑さ指数の測定による運動の制限などと合

わせて昨年度は昇降口などにミストシャワーを設置するなど児童の熱中症対策に努めているが、自

宅までの帰路については直接的な熱中症対策ができていない。 

そこで、児童が自宅から持参しているクールネックバンドなど熱中症対策の保冷剤（以下、保冷

剤という。）を、下校時も冷えた状態で身に付けることができるように再冷却するための冷凍庫を

市内小学校に設置する。 

 

２．概要 

 気温の高い時間帯（13：30～14：30）に下校する低学年の児童は、直射日光に加えて地面からの

輻射熱などを受ける過酷な状況の中で帰らなければならず、熱中症のリスクが高い状況にあること

から、主に低学年の児童の利用を想定し、冷凍庫の設置台数を検討する。今後は、その利用状況等

を踏まえながら、高学年への設置も検討していく。 

 

（１）設置台数：27台 内訳 60ℓ：７台 100ℓ：15台 140ℓ：５台 

   各小学校の１年生から３年生の児童数に応じた容量と台数を配分 

 （２）運用について ※各小学校と調整中 

  【登校時】児童から保冷剤を回収し冷凍庫へ格納する。 

【下校時】冷凍庫から保冷剤を取り出し児童へ返却する。 

各小学校の状況に応じて学校内で役割分担を行う。 

例としては、スクールサポートスタッフと担任教師などとの連携により運用するなどが考え

られる。 

 （３）設置時期 

  令和８年６月30日までに可能な限り早期に設置  

運用期間は６月から９月の間を想定 ※気候により柔軟に対応することも想定 

 （４）設置場所について ※各小学校と調整中 

   各小学校の状況に応じて、空き教室や多目的室などに設置する。 
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